
まずはお気軽にご相談ください。
貴院の採用課題に合わせ、個別プランをご提案します。

担当：小川和久

  TEL：078-612-8202 （携帯：080-3057-6125）

   MAIL：k.ogawa@lcp.co.jp

  WEB：https://www.lcp.co.jp/rei/

Recruitment 
Empowerment
Initiative

REI タクティクスチーム

Recruitment：医療人財の質と量を高める採用活動を通し

Empowerment：貴院の採用機能を引き出し

Initiative：実装を主導して、自走可能なソリューションに導く

Tactics Team：採用チームの戦術支援を行います

採用とは欠員補充ではなく、未来への投資です。
REIタクティクスと共に、貴院の採用OSを再設計しませんか

福祉機器日常生活支援
健康・予防支援

介護施設

訪問介護

施設
メンテナンス

経営
コンサルティング

生活支援事業 病院・介護施設支援事業

新たな
健康事業の

創造

人材育成・紹介

医療・介護施設に採用設計を



い
や
、
コ
ス
ト
っ
て…

こ
の
ま
ま
欠
員
が
続
け
ば
、

安
全
の
た
め
、
新
入
院
を

抑
え
ま
す
よ
！ 俵屋事務長

こ
の
前
の
面
接
の
方
、

条
件
面
を
譲
歩
し
た
の
に

内
定
辞
退
っ
て…

…

。

事
務
長
、
う
ち
に
は

な
ん
で
応
募
者
が
こ
な
い
の
？

現
場
は
も
う
限
界
よ…

。

「この人は、ちょっと…」と、面接のたびに感じつつ、

内定を出す。それなのに、うまく採用につながらないー。

慢性的な欠員が現場を疲弊させ、更なる離職を誘発する。

その裏で、紹介手数料というコストは積みあがっていく。

採用が「負のループ」に入ってしまうのは、いったい、

どういう理由なのでしょうか？

紹
介
会
社
の
連
絡
で
は
、

自
宅
か
ら
近
い
病
院
に
決
め
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
応
援
ナ
ー
ス
を
手
配

し
ま
す
。
コ
ス
ト
の
件
で
理
事
に

小
言
を
言
わ
れ
そ
う
で
・・・。

あ
っ
！

尾
形
理
事

今
ち
ょ
う
ど
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か
ら
連
絡
で

先
日
の
看
護
師
で
す
が…

残
念
な
が
ら
辞
退
で
し
た
。

ま
た
か
・・・紹
介
会
社
も
い
い
が
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は

使
え
て
る
の
か
？

紹
介
手
数
料
も
コ
ス
ト
。

年
間
で
は
馬
鹿
に
な
ら
ん
金
額
だ
。

費
用
対
効
果
も
考
え
て
く
れ
よ
。

酒井看護部長

酒井看護部長

Scene１： 負のループ

 はじめに
 本編は、当社REI tacticsの採用設計（インハウス・スタイルRPO・伴走型RPO）」について
 その考え方、進め方を“ビジネス漫画風”に説明したものです。尚、エピソードはすべてフィクションです。
 看護師採用がテーマですが、医師、ケアワーカーともベースは同じです。ご了承ください。

尾形理事



い
ま
当
院
の
裏
側
で
は
、

年
間
で
数
千
万
円
規
模
の

「
見
え
な
い
出
血
」が
進
行
し
て

い
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
か
。

尾形理事 大山採用補佐

…

あ
あ
、
紹
介
料
の
こ
と
だ
ろ
う
？

積
み
重
な
っ
て
、
か
な
り
膨
ら
ん
で
ね
。

昨
日
、
事
務
長
に
「コ
ス
ト
管
理
」を

                          

指
示
し
た
よ
。

翌
日
、
尾
形
理
事
と
大
山
採
用
補
佐
が
、

「見
え
な
い
出
血
」に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

尾
形
理
事
、

医
療
現
場
で
「出
血
」と
い
え
ば

外
傷
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
・・・

紹
介
料

に
加
え
、

機
会
損
失
で

３
千
万
円
！

い
え
、

紹
介
料
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
常
勤
看
護
師
の

欠
員
が
続
い
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
非
常
勤
や
応
援
で

定
数
は
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
が
、

計
算
上
、
看
護
師
１
人
の
欠
員
で

病
床
稼
働
率
は
約
３
％
低
下
で
す
。

つ
ま
り
、
当
院
は
年
間
約
３
千
万
円

を
取
り
こ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

「
見
え
な
い
出
血
」と
い
う
の
は
、

経
営
上
の
「機
会
損
失
」で
す
。

たとえば

手数料の「節約マインド」は、現場の採用を鈍らせる。
さらに採用シーンでは、対応スピードが遅いだけで競合に負ける。

「採用＝コスト」の節約よりも、
「見えない出血」を止めるのが先

Scene２－1： 見えない出血を止めろ！



紹
介
手
数
料
コ
ス
ト
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
、

結
果
的
に
採
用
活
動
を
遅
ら
せ
る
の
は
、

実
質
的
な
「機
会
損
失
」の
容
認
で
す
。

「
採
用
は
コ
ス
ト
で
は
な
く
、

収
益
を
生
む
投
資
」。

経
営
が
こ
の
認
識
に
転
換
し
な
い
と
、

負
の
ル
ー
プ
の
改
善
は
で
き
ま
せ
ん
。

採
用
に
お
け
る

「
投
資
の
回
収
」と
は
、

採
用
し
た
職
員
が
定
着
し
、

長
期
に
わ
た
り
貢
献
し
続
け
る
、

生
涯
価
値
（Ｌ
Ｔ
Ｖ
＝
ラ
イ
フ
・タ
イ

ム
・
バ
リ
ュ
ー
）
で
す
。

定
着
率
の
高
い
職
員
を
採
用
で
き

れ
ば
、
毎
年
の
採
用
コ
ス
ト
と
、

「
機
会
損
失
」の
両
方
を
同
時
に

削
減
で
き
ま
す
。
早
期
離
職

の
繰
り
返
し
が
一
番
の

問
題
な
ん
で
す
。

い
や
い
や
大
山
君
、

採
用
が
「投
資
」だ
と
い
う
な
ら
、

そ
の
「回
収
」と
は
、
何
だ
ね
？

     専任担当不在

          
 

        成果不足

     

リテラシー不足による“スペック求人”人事、事務長の「兼任仕事」の限界

忙しいのは「間接業務」。「量から質の投資」に変更すべきです。
必要なのは採用設計に対する専門的、戦略的介入の「経営判断」です。

人的資本に対する
経営側の認識不足

慢性的な欠員補充
更なる欠員（負のループ）

投資、育成の抑制

兼任仕事の構造的限界
スペックだけの求人票で
エージェント丸投げが多い

採用リテラシー不足
採用できても、再現性がない
間接作業で、採用設計がない

俵屋事務長尾形理事

認識不足を
強化

兼任・片手間仕事が常態

やるべきことは、すべてやっているのに
採用で負ける理由

Scene２－2： 敗因の発見

採用をコストと
捉える経営マインド



い
っ
た
い
私
た
ち
に

何
を
、
ど
う
し
ろ
と…

？

そ
こ
で
、
給
与
な
ど
の

条
件
（ス
ペ
ッ
ク
）の
確
認
で
す
。

半
径
１
０
キ
ロ
圏
内
の
競
合
と
、

明
ら
か
に
差
を
つ
け
ら
れ
て

い
た
ら
、
競
争
へ
の
参
加
す
ら

で
き
ま
せ
ん
。
な
ん
と
か
相
場

並
み
に
で
き
た
ら
、
次
に
、

『
な
ぜ
こ
こ
で
働
く
の
か
』と

い
う
心
理
的
価
値―

物
語

（
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
）を
軸
に
し
た

求
人
に
シ
フ
ト
で
す
。

そ
ん
な
の
は
理
想
論
だ
。

求
職
者
の
本
音
は
、
転
職
で

給
与
や
待
遇
の
改
善
だ
ろ
。

「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」と
か
い
う

横
文
字
で
、
ど
う
に
か
な
る

と
は
、
到
底
思
え
ん
な
。

も
ち
ろ
ん
、

表
面
的
な
理
念
訴
求
で
は
、

刺
さ
り
も
し
な
い
し
、
腹
落
ち
も

な
い
で
し
ょ
う
。
求
職
者
は
、

ど
の
病
院
で
も
、
似
た
様
な
話

し
か
聞
き
ま
せ
ん
か
ら
。

だ
か
ら
、

「
な
ぜ
こ
こ
を
選
ん
だ
か
」を
院
内

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
ん
で
す
。

そ
の
語
り
（ナ
ラ
テ
ィ
ブ
）の
中
に

御
院
の
「本
当
の
魅
力
」が

眠
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
採
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
ど
こ
か
？

そ
の
把
握
が
必
要
で
す
。

① 市場認識
（競合分析～求人設計）

② ナラティブな条件提示
（心理的エンゲージの設計）

③ KPIの可視化
     (採用パイプラインの数値化)

この３つが統合されて、初めて「採用」が機能します。

採用を「機能」に変える「採用設計」 、
その３つの要素

Scene２－3： 何を、どうしろというのだ？

「
採
用
設
計
」の

実
装
で
す
。
応
募
者
は
、

必
ず
転
職
サ
イ
ト
を
調
べ
、

知
人
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
評
判

を
聞
き
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
で

あ
れ
ば
、
応
募
ボ
タ
ン
を
押
し

ま
せ
ん
。
す
で
に
、
募
集
前
に

負
け
が
確
定
し
て
い
ま
す
。



ナ
ラ
テ
ィ
ブ
っ
て
、
そ
ん
な
ポ
エ
ム
み
た
い
な
・・・

採
用
代
行
の
大
山
さ
ん
の
言
い
分
は
わ
か
り
ま
す
が
、

た
だ
で
さ
え
忙
し
い
看
護
部
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
っ
て
。

・
・・き
っ
と
嫌
が
り
ま
す
よ
。そ

れ
よ
り
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
看
護
師
を
連
れ
て
く
る

環
境
づ
く
り
が
目
下
の
課
題
で
は
？

た
と
え
ば
期
間
限
定
で
、
紹
介
手
数
料
３
５
％
で

募
集
を
か
け
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

き
っ
と
、
目
の
色
を
変
え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
「採
用
Ｋ
Ｐ
Ｉ
」な
ん
て…

細
か
く
入
力
し
て
、
分
析
と
い
う
の
も
、
ち
ょ
っ
と
。

・
・・そ
も
そ
も
、
今
や
る
意
味
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

俵屋事務長

本
当
に
、

そ
う
な
の
か
？

看護師の内定辞退の理由ー。

事務長の報告は、「立地で負けた」でした。

しかし尾形理事は、「見えない選考対応」という

視座から、別の理由を探りたいと考えました。

次回から面接に同席し、自分の目で確かめる

ことにしました。

そして、そこで自院の採用活動の「実態」を

知ることになります。

Scene3： 現状維持バイアスという罠



そ
れ
で
は
、
面
接
を
始
め
ま
す
。

夜
勤
は
月
４
回
必
須
で
す
が
、

可
能
で
す
か
？

入
職
時
期
で
す
が
、

こ
ち
ら
の
希
望
は
来
月
か
ら
で
す
。

ご
都
合
は
い
か
が
で
す
か
？

・
・・・・・こ
の
病
院
で
、

働
く
自
分
が
見
え
な
い
。

・・・こ
れ
は
、
面
接
で
は
な
い
。

“確
認
作
業
”だ
。

敗
因
は
、
距
離
や
給
与
で
は
な
い
。

う
ち
の
面
接
は
、
候
補
者
の
心
を

１
ミ
リ
も
動
か
し
て
な
い
。

熱
意
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

ま
る
で
、
お
通
夜
だ
。

採
用
で
人
の
心
を
動
か
す
に
は
、

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
が
必
要
と
い
う
の
は

こ
う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
か
・・・。

責
任
は
、
も
ち
ろ
ん
私
に
あ
る
。

「採
用
リ
テ
ラ
シ
ー
」の
向
上
に
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
も
マ
ン
パ
ワ
ー
も
、

か
け
て
こ
な
か
っ
た
。

担
当
者
を
責
め
る
の
は
筋
違
い
だ
。

早
急
に
、
大
山
君
に
採
用
Ｋ
Ｐ
Ｉ

に
つ
い
て
調
べ
て
も
ら
お
う
。

スペック
表現

ナラティブ
表現

採用における ４つのエンゲージメント

求職看護師

面
接
当
日
・
・
・



打診 応募 面接 内定 入職

内定辞退

30%

選考辞退９％

選考見送り

4５％

入職辞退7%

採
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
時
間
軸
で

各
プ
ロ
セ
ス
に
分
け
ま
し
た
。

実
際
は
、
も
っ
と
複
雑
で
す
が
・・・

各
プ
ロ
セ
ス
ご
と
に
、
離
脱
率
を

棒
グ
ラ
フ
に
し
て
い
ま
す
。
一
見
し
て
、

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
「選
考
見
送
り
」で
す
。

面
接
の
半
数
近
く
は
、
会
う
必
要
が

な
い
人
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
「ど
ん
な
人
が
ほ
し
い
の
か
」

こ
の
発
信
が
弱
い
と
推
論
し
ま
す
。

応
募
数
を
増
や
す
よ
り
、
ま
ず
は
、

面
接
の
改
善
に
介
入
す
べ
き
で
す
。

１
週
間
後
、
理
事
の
要
請
で
、

採
用
会
議
が
開
か
れ
た
。

数字を前に、俵屋事務長の顔が変わりました。

翌日からラウンドの際、入職1年以内の看護師に「なぜこの病院を

選んだか」を聞いてメモします。「師長が相談しやすそうだった」

「子どもの行事でも休みが取りやすそう」「面接のとき目を見て話

してくれた」。手帳には、どんな広告よりも強いコピーが集まって

います。明瞭に「求める人物像」を語れるくらいに。

面接では、酒井看護部長が自らの言葉で語

りはじめました。

「もし困ったことがあれば、私の携帯に電話

してね。全部は無理かもしれないけれど、み

んなで何とかできる職場だから」。

現場経験から出る優しい言葉に、候補者の

表情も、以前とは明らかに異なっています。

Scene４： 数字が、現実を動かす



「なぜここで働いてほしいのか」を自分の言葉で語りだした事務長と看護部長—

それだけの変化ですが、内定辞退は減少し、内定率は30%台後半に近づいてい

ます。現場が「自ら語る力」を手に入れたとき、「慢性的な欠員」から抜けました。

このストーリーは、いくつかの成功事例をもとにしたフィクションです。

しかし、「採用設計」というOSを入れ、インハウススタイルRPOという

伴走サービスを実装すれば、「採用精度」は上がります。

これまでの「欠員補充」は、「選ぶ行為」に変わります。

どのエリアで、どの領域で、病院・施設はどんなポジションを取るのか。

その実現のために、どんな人材を採用すべきなのか。

事前に「採用設計」することで、採用実務は後手から先手に転じます。

欠員に追われる採用から、未来をつくる採用へ。

採用とは、数合わせではなく、組織の未来を設計すること。

そして、その設計図を、院内に持てるかどうか—

それが今、問われています。

Scene５： 採用設計という概念



REIタクティクスチームは
「貴院採用チームの一員」として稼働します

× 間接業務のみ

× 事務対応のみ × 実質不可能

人事・事務長

完全内製

一般的な採用支援業務の全体 （REIの担当業務範囲は、選択プランにより変わります）

採
用
体
制
確
立

→ → →

面
談
・面
接
設
定

→
入
職
フ
ォ
ロ
ー

内
定
フ
ォ
ロ
ー

→ オンボー
ディング

→ HRO育成

採用ファネルの指標（KPI）

応募率 → 面談通過率 → 内定率 → 内定承諾率 → 定着率（1年後）

採用の業務範囲

リ
サ
ー
チ

＆
要
件
設
定

母
集
団
形
成

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

条
件
調
整

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

打
診
対
応

面
談
・選
考

作戦立案（コア業務） 戦術支援（間接業務 効率化・標準化を支援 ） 自走化支援（コア業務） 育成支援

支援ツール制作オプション 外注オプション

ジョブサマリー作成
採用ピッチ制作

ナラティブ・インタビュー

採用LP作成
SNS対策

AIボット実装など



REI タクティクスが選ばれる3つの理由

01 採用のKnow-How、Do-howを「病院の資産」にする

サービス終了後も採用テンプレート・業務ドキュメントが院内に残ります。
「競合分析レポート」「ナラティブ・バンク（インタビュー集）」「エージェント・マッピング（エージェントリスト）」
「人数を埋める採用」から「病院品質向上につながる採用作戦」への意識づけと機能を実装します。

02 HRO育成プログラム（REI learning）

院内採用担当者を育成する独自プログラムを提供できます。
採用ペルソナ設計・KPI設計・採用広報・面接設計など、伴走しながら、実践スキルを習得できます。

03 採用設計（コア業務）に関与、さらに密着サポート

採用設計（立案）・面談・内定フォローといったコア業務に伴走します。
月次・四半期のKPIレビューで採用活動を可視化し、データドリブンなPDCAを実現します。

当社の強み

4つのフェーズで、採用機能を段階的に強化します

Phase 1
（Month 1）

現状分析・レポート
方針の確定

 採用ペルソナ策定 など

 採用方針・目標設定

 現採用プロセスの棚卸し

→

Phase 2
（Month 2）

ツール整備
チャネル開拓

 採用LP・採用ピッチ作成補助

 エージェント新規開拓

 応募者管理台帳整備 など

→

Phase 3
（Month 3〜4）

採用活動
本格稼働

 エージェントコントロール

 面接改善支援・内定フォロー

 KPIモニタリング

→

Phase 4
（Month 5〜6）

改善・育成
自走化

 REIラーニング実施

 採用マニュアル作成

 次期計画策定

週次レビュー（応募数・面談数） → 月次分析（各ステップ通過率） → 四半期改善（採用戦略全体の見直し）

採用プロジェクトの構造

 外部環境リサーチ
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